
３．救急医療への寄与 

 

 

新名神高速道路の利用により、甲賀地域から大津市等への医療機関間の搬送時間が大幅に短縮され、地域の救急医療体制

の支援に貢献していることが確認されました。 
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搬送実績
合計３６回
（２月～５月）

１９回

６回

３回

３回

◆公立甲賀病院～第3次医療施設滋賀医科大学医学部附属病院への ◆甲賀地域から大津市等の病院への新名神を
利用した搬送実績 

・甲賀地域から救急重篤患者の滋賀医科大学医学部附属
病院への転院搬送においては、搬送時間がかなり短くなっ
ただけでなく、振動や加減速が少なくなったため、患者への
負担も小さくなっています。（甲賀広域行政組合消防本部）

５回 

※第三次医療施設 

搬送所要時間の比較 

※上図は、新名神を利用した搬送実績（甲賀広域行政組合消防本

部、2～5月）が最も多かった発着地を例にとり所要時間比較を行

なったもの。

※ 所要時間は道路時刻表および規制速度に基づき算出。 


